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手日

欧

四
五

-・・・圃-
手目

歌
岩
崎
文
庫
本
、
内
凶
一
本
、
紳
宮
文
同
時
一
本
、
静
剤
同
文
賂
一
本
、
徳
仲
間
本
に
は
、
こ
の
お
日
.
及
び
火
の
「
勅

撰
以
下
別
有
日
銀
」
以
下
の
文
な
し
。
ま
た
神
宮
文
山
一
本
、
京
都
帝
国
大
町
中
本
、
彩
考
館
一
本
、
前
回

一
本
、
池
田
本
社
守
に
は
J
m
挺
以
下
L
の
文
を
寸
勅
狼
‘
家
集
‘
百
首
、
歌
合
、
打
開
、
抄
物
等
類
或
本
伽
…
之
」

と
記
し
た
り
。

勅
撰
以
下
別
有
目
録
、
勅
撰
家
集
等
外
、
知
抄
物
打
開
之
類
、
七
十
部
有
之
、
然
而
見
懐
中
抄
欺
之
問
略
之
、

「
勅
撰
以
下
別
有
目
録
」
と
は
、
和
歌
現
在
書
一
目
録
な
ど
の
類
な
る
べ
し
。
抄
物
打
聞
は
、
和
歌
、
歌
卒
、
歌
論
等
、
和

歌
に
関
す
る
も
の
な
り
。
懐
中
抄
は
、
い
か
な
る
も
の
に
か
、
今
停
は
ら
ゴ
れ
ば
詳
左
ら
ず
。
但
し
河
海
抄
若
菜

上
に
引
き
た
る
懐
中
抄
は
、
聖
徳
太
子
の
事
を
記
し
た
る
も
の
に

τ、
和
歌
に
閲
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
同
名
呉

書
な
り
。

J 

-圃
-・・圃
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和

漢

和

渓

朗

詠

二

巻

公
任
卿
撰

和
漢
詩
文
の
佳
句
を
撰
録
し
て
、
四
季
、
雑
の
五
部
に
別
も
、
題
目
を
設
り
て
、
こ
れ
に
編
入
し
、
各
和
歌
を
そ
へ
た
る

も
の
な
り
。
春
の
部
は
、
立
春
よ
り
藤
に
至
る
十
入
、
夏
の
部
は
、
首
夏
よ
り
扇
に
至
る
十
一
、
秋
の
部
は
、
立
秋
よ
h
九
月

謹
に
至
る
二
十
、
各
の
部
は
、
初
各
よ
b
偽
名
に
至
る
九
、
雑
の
部
は
、
風
よ
り
白
に
至
る
四
十
六
あ
り
@

作
者
は
、
本
朝
に
て
は
、
醍
醐
、
村
上
の
雨
代
、
惟
喬
、
乗
明
、
具
卒
の
三
親
玉
、
及
び
菅
原
道
具
よ
り
汁
清
原
滋
藤
に
至
る

四
十
五
人
あ

b
。
支
那
に
て
は
、
白
居
易
よ
り
、
李
嘉
柏
に
至
る
二
十
七
人
あ
り
。
和
歌
の
作
者
は
、
村
上
、
花
山
の
雨
朝
、

務
官
女
御
、
聖
徳
太
子
、
及
び
志
貴
、
飛
鳥
.
の
二
皇
子
、
厚
見
、
安
貴
二
王
の
外
、
伊
予
よ
り
、
白
女
に
至
る
五
十
三
人
あ
り
。

こ
の
香
の
撰
者
藤
原
会
任
な
る
事
は
、
江
談
抄
、
稗
信
阿
の
朗
詠
註
、
及
び
和
歌
現
在
書
目
録
、
八
雲
御
抄
等
に
見
え
、

十
訓
抄
に
は
、
会
任
卿
、
こ
の
殿
蹴
を
聾
に
と
り
で
、
始
め
て
む
と
入
L

り
さ
れ
り
る
時
、
朗
詠
上
下
の
苧
乞
え
ら
ぴ

和

漢

朗

詠

四
五


